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道
長
詠

「
こ
の
世
を
ば
」
歌
の
背
景

―

阜

輸

側

・
寛

石

Ｆ

Ｉ

側

の

措

三

七

１

禾

資

―

は
じ
め
に

寛
仁
二
年

（
る
）
十
月
十
六
日
、
後

一
条
天
皇
女
御
で
あ
っ
た
道
長
の

三
女
威
子
が
立
后
す
る
。　
一
条
后
彰
子
、
三
条
后
妍
子
に
続
き
、　
一
家
か

ら
三
后
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
夜
、
道
長
に
よ
っ
て
、

か
の
有
名
な

「
こ
の
世
を
ば
我
が
世
と
ぞ
思
ふ
望
月
の
欠
け
た
る
こ
と
の

な
し
と
思
へ
ば
」
の
歌
が
詠
ま
れ
、
道
長
の
栄
華
の
象
徴
と
し
て
喧
伝
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
歌
を
披
露
し
た
時
の
道
長
の
心
境
や
、
そ
の
場
の
経
緯
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
に
も
様
々
な
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
背
景

と
し
て
、
今

一
度
検
討
す
べ
き
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
、
当
夜
の
状
況

ま
ず
、
こ
の
時
の
状
況
を
、
藤
原
道
長
の
日
記

『御
堂
関
白
記
』
と
藤

原
実
資
の
日
記

『小
右
記
』
に
よ
っ
て
、
把
握
し
て
お
こ
う
。

田

島

　

智

子

本
宮

（中
宮
の
実
家
、
土
御
門
第
）
の
儀
で
の
こ
と
で
あ
る
。
公
卿
が

庭
中
に
列
立
し
、
慶
賀
を
述
べ
る
。
次
い
で
東
対
で
公
卿
達
の
た
め
に
宴

座
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
間
新
中
宮
に
御
膳
が
供
せ
ら
れ
た
。

そ
の
後
の
、
公
卿
た
ち
が
寝
殿
の
南
の
賓
子
に
召
さ
れ
、
二
次
会
的
な

穏
座
が
始
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
引
用
す
る
。

『御
堂
関
自
記
』

【
寛
仁
二
年
十
月
十
六
日
】

召
二上
卿
於
御
前
一、
給
二衝
重
・、
又
階
下
召
二伶
人
一致
曲
、
数
献
之

後
給
レ藤
、
大
掛

一
重
、
洲
口
目
爛
到
ヨ
利
副
「
＝
０
劃
剛
ｄ
、
事

了
分
散
、

「種
輪

衝
重
が
出
さ
れ
、
楽
人
が
召
さ
れ
、
酒
が
進
ん
だ
後
、
禄
が
配
ら
れ
た
。

そ
の
時
に
、

「余
」
す
な
わ
ち
道
長
が
歌
を
詠
み
、
人
々
が
吟
詠
し
て
、

お
開
き
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

『
小
右
記
』
で
は
、
さ
ら
に
詳
し
い
。

『小
右
記
』

【寛
仁
二
年
十
月
十
六
日
】
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召
二
公
卿
・、
撮
政
已
下
参
入
着
座
、
次
居
二衝
重
・了
、
太
閤
執
レ
盃

進
コ
居
上
頭
・、
撮
政
避
レ
座
、
向
コ
居
右
大
臣
・、
巳
無
二行
酒
道
・、

経
二地
下
・昇
レ
徒
二南
階

、
用
レ
便
敗
、
次
ミ
勘
レ
盃
レ人
已
無
二其
道
・、

働
撤
二
衝
重
一、
南
階
東
腋
敷
レ
座
召
二伶
人
一給
二衝
重

、
卿
相

・
殿

上
人
等
絃
尋
、
人
ヽ
相
應
、
堂
上

・
地
下
絲
竹
同
レ聾
、
三
四
巡
後

太
閤
戯
云
、
右
大
将
可
レ勘
二盃
於
我
子
・、
擾
也
、
余
執
レ盃
勘
二撮
政

・、
ヽ
ミ
度
二左
府
一、
ヽ
ヽ
献
二太
閤
・、
ヽ
ヽ
度
二右
府
・、
次
第
流

巡
、
次
給
二緑
太
閤
已
下
ヽ
春
、
太
閤
云
、
祖
の
得
子
緑
ハ
有
や
と
、

又
給
二伶
人
藤
一、
剣
闇
祠
∃
Ш
劇
司
引
「
翻
剛
調
引
創
引
、―
洲
割
洲
利

劃
、
日
∃
「
祠
月
引
「
却
酬
封
Ｊ
３
刊
劃
ヨ
釧
創
刷
コ
■
剣

′
ゴー
劃
ヨ
・‐

襴
樹
Ｊ
刊
劇
襴
珊
淵
側
珊
馴
引
Ｊ
出
∃
川
刑
日
刈
引
割
倒
剣
ｄ
馴
へ―

′、―
＝
劉
利
日
「
襴
翻
潤
曇
創
「
網
囲
コ
訓
硼
ヨ
ーー
澗
□
測
可
劉
到
川

劃
コ
到
釧
劇
嘲
訓
可
川
圏
利
日
「
冽
利
目
例
利
、
夜
深
月
明
、

酔
各

ヽ

退
出
、

公
卿
を
召
す
。
撮
政
已
下
参
入
し
着
座
す
。
次
に
衝
重
を
居
き

了
ん
ぬ
。
太
閤
盃
を
執
り
、
上
の
頭
に
進
み
居
る
。
撮
政
座
を

避
き
、
右
大
臣
に
向
ひ
居
る
。
已
に
行
酒
の
道
無
く
、
地
下
を

経
て
南
の
階
よ
り
昇
る
。
便
を
用
ゐ
る
か
。
次
ヽ
に
人
に
盃
を

動
む
る
に
已
に
其
の
道
無
し
。
働
り
て
衝
重
を
撤
す
。
南
の
階

の
東
腋
に
座
を
敷
き
て
伶
人
を
召
し
衝
重
を
給
ふ
。
卿
相

・
殿

上
人
等
絃
腎
し
、
人
ミ
相
應
ず
。
堂
上

。
地
下
絲
竹
啓
を
同
じ

道
長
は
上
座
に
進
ん
で
座
り
、
道
長
に
席
を
譲
っ
て
頼
通
は
右
大
臣
の

向
か
い
に
座
る
。
そ
の
た
め
行
酒

（酒
の
注
ぎ
役
）
の
通
り
道
が
な
く
な

り
、
地
下
に
降
り
て
南
階
か
ら
昇
る
と
い
う
具
合
に
座
が
少
々
乱
れ
る
。

音
楽
が
入
り
、
堂
上
地
下
が
声
を
合
せ
て
歌
う
。
す
っ
か
り
座
が
盛
り
上

が
っ
た
頃
、
道
長
は
実
資
に
戯
れ
て
も
ち
か
け
る
。
我
が
子
、
つ
ま
り
摂

政
頼
通
に
盃
を
勧
め
て
く
れ
、
と
。
実
資
は
頼
み
に
応
じ
て
頼
通
に
勧
め
、

そ
の
後
盃
は
、
左
大
臣
顕
光
、
太
閤
道
長
、
右
大
臣
公
季
へ
と
巡
っ
て
い

く
。
次
い
で
、
禄
が
配
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
時
道
長
は

「親
が
も
ら
う
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子
か
ら
の
藤
は
あ
る
か
い
。
」
な
ど
と
軽
口
を
言
い
、
上
機
嫌
で
あ
る
。

そ
の
後
、
道
長
は
実
資
を
呼
び
、

「
和
歌
を
詠
も
う
と
思
う
か
ら
和
し
て

く
れ
。
自
慢
め
い
た
歌
だ
が
、
あ
ら
か
し
め
用
意
し
て
い
た
も
の
で
は
な

い
。
」
と
こ
と
わ
っ
て
か
ら
、

「
」
の
世
を
ば
」
の
歌
を
詠
む
。
実
資
は
、

必
ず
和
す
こ
と
を
約
束
し
て
い
た
が
、
元
積
の
菊
詩
の
故
事
を
引
い
て
、

道
長
の
歌
を
吟
詠
す
る
こ
と
で
、
そ
の
場
を
お
さ
め
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
て
き
た
点
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

道
長
が

『御
堂
関
自
記
』
に
歌
を
書
き
留
め
ず
、
実
資
の

『
小
右
記
』

に
よ
っ
て
後
世
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
竹
内
理
三

氏
は
、

「
で
」
の
世
を
ば
』
の
歌
を
日
記
に
書
き
と
め
な
か
っ
た
藤
原
道

長
」
に
お
い
て
、

そ
れ
を
こ
こ
だ
け
は
故
意
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
さ
り
気
な
く
か
き
流
し

て
い
る
。
案
外
道
長
は
、

「
誇
り
た
る
歌
」
に
わ
れ
な
が
ら
照
れ
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
さ
ら
に

「
誇
り
た
る
歌
」
と
自
称
す
る
底
に

深
く
盈
満
思
想
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

と
、
述
べ
て
お
ら
れ
る

（１
）
。
池
田
尚
隆
氏
は

「
藤
原
道
長

―
―
文
学

愛
好
者

・
文
壇
後
援
者
と
し
て
」
に
お
い
て
、
傲
慢
さ
の
中
に
陰
影
を
読

み
取
り
、

「
そ
の
場
限
り
で
あ
る
が
ゆ
え
の
大
胆
さ
」
で
詠
ん
だ
歌
で
あ

っ
た
た
め
日
記
に
記
さ
な
か
っ
た
と
し
、

自
身
の
詠
歌
が
道
長
の
心
中
に
起
こ
し
た
波
紋
は
、
公
卿
達
が
そ
れ

を
誉
め
、
朗
唱
し
た
こ
と
で
一
応
の
解
決
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

と
、
考
え
て
お
ら
れ
る

（２
）
。

こ
の
歌
が
生
ま
れ
た
直
接
的
契
機
に
つ
い
て
、
日
崎
徳
衛
氏
は
、

「藤

原
道
長
に
お
け
る
和
歌
」
に
お
い
て
、
宴
飲
の
席
で
道
長
に
追
従
の
歌
を

詠
む
こ
と
の
多
か
っ
た
公
任
が
、
姉
太
皇
太
后
遵
子
の
服
喪
の
た
め
、
不

参
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
、
次
の
よ
う
に
推
定
し
て
お
ら
れ
る
。

懸
け
替
え
な
き
役
者
公
任
を
欠
い
た
道
長
は
、
興
趣
の
募
る
に
堪
え

ず
実
資
を
招
い
て

〈略
〉

「
こ
の
世
を
ば
」
と
詠
む
仕
儀
と
な
り
、

し
か
も
自
身
の
日
記
に
は
省
略
し
た
ほ
ど
の
駄
作
を
、
実
資
に
よ
っ

て
麗
々
し
く
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

〈略
〉
公
任
の
欠
席
こ
そ

「
こ
の
世
を
ば
」
の
挿
話
を
世
に
あ
ら
し

め
た
と
い
う
べ
き
か

（３
）
。

実
資
が
昴
積
の
故
事
で
切
り
抜
け
た
対
応
に
つ
い
て
、
土
田
直
鎮
氏
は

「
望
月
の
歌
」
に
お
い
て
、
歌
に
自
信
が
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
て
お
ら

れ

（４
）
、
日
崎
徳
衛
氏
は

「道
長
の
栄
華
」
に
お
い
て
、
道
長
の
自
慢

に
鼻
自
ん
で
お
茶
を
に
ご
し
た
と
さ
れ
て
い
る

（５
）
。

だ
が
、
以
上
の
見
解
は
、
重
要
な
事
実
を
見
逃
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
そ
れ
は
、
歌
を
詠
み
か
け
る
相
手
と
し
て
選
ん
だ
の
が
、
実
資
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
日
崎
氏
は
公
任
が
欠
席
し
た
結
果
、
実
資
に
お
鉢

が
ま
わ
っ
て
き
た
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
公
任
が
い
な
く
て
も

斉
信
が
出
席
し
て
い
た
。
斉
信
は
、
作
文
会
や
屏
風
詩
歌
で
常
に
道
長
に

協
力
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
歌
才
は
世
に
認
め
ら
れ
て
い
た
。
気
持
ち

よ
く
和
歌
を
詠
み
合
っ
て
、
そ
の
夜
を
締
め
く
く
る
に
ふ
さ
わ
し
い
相
手

で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
の
に
、
実
資
を
わ
ざ
わ
ざ
呼
ん
で
歌
を
詠
み
か
け

た
の
に
は
、
そ
れ
な
り
の
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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さ
ら
に
、
実
資
が
わ
ざ
わ
ざ
日
記
に
書
き
留
め
た
、
穏
座
で
の
盃
事
が

あ
る
。
座
が
乱
れ
た
頃
、
道
長
は
戯
れ
て
実
資
に

「
我
が
子
頼
通
に
盃
を

勧
め
て
く
れ
」
と
頼
ん
で
お
り
、
実
資
に
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
払
っ
て
い

る
。
実
資
も
そ
の
遣
り
取
り
を
詳
細
に
記
録
し
て
お
り
、
こ
の
夜
の
道
長

と
実
資
の
関
わ
り
合
い
は
、
特
別
な
こ
と
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

二
、
三
条
天
皇
時
代

（長
和
年
間
）

寛
仁
二
年
十
月
十
六
日
の
威
子
立
后
を
迎
え
る
ま
で
の
、
二
人
の
関
係

を
辿
っ
て
み
よ
う
。

実
資
は
、
道
長
に
対
し
て
批
判
的
立
場
に
立
ち
、
し
ば
し
ば
気
骨
の
あ

る
と
こ
ろ
を
見
せ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
三
条
天
皇
時

代
す
な
わ
ち
長
和
年
間
に
、
そ
の
よ
う
な
言
動
が
目
立
つ
。
寛
弘
八
年

（
お
）
六
月
、　
一
条
天
皇
に
替
わ
っ
て
三
条
天
皇
が
即
位
す
る
が
、
道
長

と
の
関
係
は
緊
張
を
は
ら
ん
だ
も
の
で
あ

っ
た
。
道
長
は
、
彰
子
所
生
の

敦
成
親
王

（後
の
後

一
条
天
皇
）
が
早
く
即
位
す
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
、

三
条
天
皇
に
対
し
圧
迫
を
加
え
る
こ
と
が
多
々
あ

っ
た
。
い
き
お
い
天
皇

は
、
硬
骨
漢
実
資
に
信
頼
を
寄
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
し
い
。

有
名
な
話
で
は
、
道
長
が
妨
害
し
た
械
子
立
后
を
、
実
資
が
た
す
け
る

と
い
う
こ
と
が
あ

っ
た
。
長
和
元
年

（
お
）
四
月
二
十
七
日
、
械
子
立
后

が
行
わ
れ
、
皇
后
と
な
っ
た
。
械
子
は
、
三
条
天
皇
と
の
間
に
す
で
に
四

人
の
子
を
為
し
て
お
り
、
そ
の
立
后
は
三
条
天
皇
の
意
向
に
よ
る
も
の
だ

っ
た
ら
し
い
。
道
長
の
娘
妍
子
の
方
は
、
約
二
ヶ
月
前
立
后
し
、
中
宮
に

な
っ
て
い
た
。
道
長
は
、
娘
妍
子
の
内
裏
参
入
を
わ
ざ
と
補
子
の
立
后
と

同
日
に
し
、
妨
害
し
た
。
公
卿
の
多
く
は
道
長
方
に
行
っ
て
し
ま
い
、
立

后
の
儀
式
を
行
う
こ
と
が
困
難
に
な
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

そ
の
時
、
筋
を
通
し
て
参
内
し
、
道
長
を
憚

っ
て
不
参
で
あ

っ
た
大
臣

に
代
り
儀
式
を
取
り
行
っ
た
の
が
、
実
資
で
あ

っ
た
。
実
資
は
、

『小
右
記
』

【長
和
元
年
四
月
二
十
七
日
】

大
臣
二
人
有
レ障
不
レ参
、
憚
二左
相
府
一所
レ不
レ
被
レ参
欺
、
天
無
■
一

日
・、
土
無
■
一主
一、
働
不
レ燿
二
巨
害
・耳
、

と
ま
で
の
決
意
の
も
と
参
内
し
た
。　
一
方
道
長
は

『御
堂
関
自
記
』
に
、

公
卿
が
ど
ち
ら
に
付
い
た
か
を
、

「
指
さ
る
る
人
」

「
指
さ
れ
て
参
ら
ざ

る
人
」

「
指
さ
れ
ざ
る
に
候
ふ
人
」
に
分
け
て
克
明
に
記
し
て
い
る
。
そ

の
う
ち
、

「
指
さ
れ
て
参
ら
ぎ
る
人
」
、
す
な
わ
ち
妍
子
の
供
奉
を
頼
ん

で
お
い
た
の
に
来
な
か
っ
た
人
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
説
明

・
感
想
を

記
し
て
い
る
。

『御
堂
関
自
記
』

【長
和
元
年
四
月
二
十
七
日
】
　

・

被
レ指
不
レ参
人
右
大
将
候
レ内
、
依
レ
召
云
々
、　
・
隆
家
中
納
言
今
大

夫
、　
・
右
衛
門
督
、
年
来
相
親
人
也
、
今
日
不
レ
来
、
奇
思
不
レ少
、

有
レ所
レ思
敷
、

右
大
将
実
資
は
参
内
し
た
が
、
召
し
に
よ
る
ら
し
い
、
中
納
言
隆
家
は
、

械
子
の
皇
后
宮
大
夫
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
、
右
衛
門
督
懐

平
は
、
長
年
親
し
く
し
て
い
た
人
で
、
今
日
来
な
い
こ
と
は
少
な
か
ら
ず

不
思
議
で
あ
る
、
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
道
長
に
し
て
み
れ
ば
、
召
さ
れ
た

実
資
と
皇
后
宮
大
夫
隆
家
は
、
我
が
方
に
来
ず
と
も
仕
方
な
い
、
た
だ
懐
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―

養
子

同
国

道
長
方
に
不
参
の
人

〈小
野
宮
家
〉

（実
は
斉
敏
の
子
）

〈九
条
家
〉

前
一、
被
レ
仰
二雑
事
一次
云
、
左
大
臣
篤
レ我
無
礼
尤
甚
、
此

一
雨
日

寝
食
不
レ
例
、
頗
有
二
愁
思
一、
必
被
二天
責
一敷
、
太
不
安
事
也
者
、

所
レ被
レ仰
之
趣
極
以
多
ミ
、
篤
二相
府
一御
氣
色
不
レ宜
、
其
次
被
レ仰

云
、
右
大
将
手
我
方
人
確
、
召
二
可
レ然
之
人
一一〓
コ合
雑
事
一、
亦
有
三

何
事
一哉
者
、

養
子
資
平
が
来
て
、
右
衛
門
督
懐
平
の
話
を
実
資
に
伝
え
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
懐
平
が
伺
候
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
三
条
天
皇
が
、
道
長
の
無
礼

に
並
々
な
ら
ぬ
怒
り
を
示
さ
れ
、
右
大
将
実
資
が
自
分
の
味
方
だ
と
仰
せ

ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
三
条
天
皇
か
ら
こ
れ
ほ
ど
信
頼
を
寄
せ
ら
れ

て
い
れ
ば
、
実
資
が
立
后
の
儀
式
に
駆
け
つ
け
た
の
も
当
然
で
あ
る
。

懐
平
は
実
資
の
同
母
兄
で
あ
り
、
そ
の
次
男
資
平
が
実
資
の
養
子
に
な

っ
て
い
る
。
械
子
立
后
の
日
、
道
長
は
懐
平
が
我
が
方
に
来
な
い
こ
と
を

訪
か
っ
て
い
た
が
、
懐
平
も
天
皇
の
か
ら
心
中
を
打
ち
明
け
ら
れ
、
道
長

方
に
付
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
翌
長
和
二
年
二
月

十
六
日
の
こ
と
だ
が
、
姉
子
の
皇
后
宮
大
夫
を
隆
家
が
辞
し
た
後
、

「諸

卿
有
下
難
二承
行
一之
氣
色
Ｌ
　
（
『
小
右
記
』
）
と
、
皆
が
敬
遠
し
た
と
い

う
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
懐
平
が
引
き
受
け
た
と
い
う

一
幕
も
、
こ
の

延
長
線
上
に
あ
る
だ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

二
年
後
、
三
条
天
皇
の
実
資
に
寄
せ
る
信
頼
が
、
再
度
記
さ
れ
て
い
る
。

『小
右
記
』

【長
和
三
年

（
お
）
六
月
二
十
七
日
】

乗
燭
後
資
平
末
云
、
只
今
主
上
召
二鬼
間
・、
密
ミ
被
レ仰
云
、
先
日

左
大
臣
云
、
右
大
将
可
レ申
二雑
事
一之
由
令
レ奏
云
ミ
、
賓
歎
、
答
ニ

不
レ然
由
・、
又
責
更
無
レ然
、
昨
日
又
奏
二同
事
一、
其
答
如
二昨
日
・、

平
は
不
審
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
他
に
通
任
が

立
后
の
儀
式
に
参
内
し
て
い
る
が
、
道
任
は
被
子
の
兄
で
あ
る
。
次
の
系

図
は
、
道
長
方
に
来
な
か
っ
た
公
卿
、
及
び
主
要
な
人
物
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。

忠
平

，師
輔
―
―
兼
家
‐

国十

（
一
条
中
宮
）

田

（三
条
中
宮
）

〈小

一
条
家
〉

子

（後

一
条
中
宮
）

師ヂー
済聾
鶉
硼
２条皇こ

実
資
が
こ
こ
ま
で
筋
を
通
し
た
の
に
は
、
約
十
日
前
の
三
条
天
皇
の
言

葉
が
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

『小
右
記
』

【長
和
元
年
四
月
十
六
日
】

十
六
日
、
癸
丑
、
入
夜
資
平
末
云
、
右
衛
門
督
云
、
昨
参
内
候
二御
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又
云
、
可
レ
然
之
者
歎
、
加
之
此
詞
先
日
相
同
、
但
一ム
コ合
万
事
・、

心
中
所
レ
思
、
不
レ
可
二相
違
一、
尤
欲
二相
親
・、
近
日
其
心
弥
切
、
然

而
已
有
二其
人
一、
何
篤
彼
人
後
所
レ
思
、
如
レ此
之
事
、
若
可
二相
近
・

欺
、
此
念
懇
切
、
内
念
不
彗
日
、
此
趣
無
三思
呈
［之
心
一、
働
令
レ致
コ

勤
公
之
節
一、
兼
欲
レ令
二仰
知
一、
今
日
見
レ暦
吉
日
也
、
働
所
レ仰
也

者
、
令
レ
奏
二
恐
承
由
・、
但
夜
中
婦
参
奏
聞
、
人
必
有
レ所
レ奇
敷
、

明
日
参
入
有
レ
便
可
レ洩
レ奏
由
相
含
了
、
此
事
左
右
思
量
、
且
恐
且

奇
、
不
レ
可
二歯
外
・之
事
也
、

今
度
は
、
資
平
が
、
鬼
間
に
召
さ
れ
て
三
条
天
皇
か
ら
打
ち
明
け
話
を

さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
左
大
臣
道
長
が
、
実
資
と
天
皇
が
相
談
し
合

っ
て
い
る
と
い
う
噂
を
気
に
し
て
、
繰
り
返
し
三
条
天
皇
を
詰
間
す
る
と

い
う
こ
と
が
あ

っ
た
。
天
皇
は
否
定
し
た
が
、
内
心
は
実
資
と
の
関
係
を

密
に
す
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
、
今
日
は
吉
日
だ
か
ら
実
資
と
話
し
た
い

と
願
う
。
資
平
は
、
夜
中
に
実
資
が
参
内
し
て
は
人
が
怪
し
む
の
で
明
日

よ
い
機
会
が
あ
れ
ば
、
と
い
う
こ
と
に
し
て
、
実
資
に
伝
え
た
。
実
資
は

三
条
天
皇
の
胸
中
を
あ
れ
こ
れ
推
し
量
り
、
恐
れ
怪
し
み
他
言
す
べ
き
で

は
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

三
条
天
皇
の
実
資
に
対
す
る
期
待
は
相
変
わ
ら
ず
だ
が
、
そ
の
積
極
さ

は
実
資
達
を
と
ま
ど
わ
せ
て
い
た
ら
し
く
、
資
平
の
、

「夜
中
で
は
人
が

怪
じ
む
で
し
ょ
う
」
と
い
う
返
答
や
、
実
資
の

「か
つ
恐
れ
か
つ
奇
し
む
」

と
い
う
反
応
は
慎
重
で
あ
る
。

天
皇
と
実
資
の
連
絡
役
で
あ
る
資
平
に
つ
い
て
も
、
蔵
人
頭
の
人
事
を

め
ぐ
っ
て
、
天
皇
と
道
長
の
間
で
攻
防
が
あ

っ
た
。
長
和
三
年

（
お
）
三

月
七
日
、
蔵
人
頭
で
あ

っ
た
藤
原
能
信
の
昇
進
が
見
越
さ
れ
た
の
で
、
資

平
が
後
任
を
願
い
出
る
。
だ
が
同
月
二
十
二
日
、
勤
務
熱
心
な
資
平
を
頭

に
し
よ
う
と
す
る
天
皇
を
、
道
長
は
遮
り
反
対
す
る
。
五
月
十
六
日
、
結

局
任
命
さ
れ
た
の
は
藤
原
兼
網
で
あ
っ
た
。
実
資
は
、

「
天
皇
が
あ
れ
ほ

ど
資
平
を
頭
に
と
仰
せ
だ
っ
た
の
に
、
汗
の
如
き
は
ず
の
綸
旨
が
容
易
に

覆
さ
れ
る
」
と
失
望
を
記
し
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
、
三
条
天
皇
が
道
長
の
圧
迫
を
憤
慨
し
、
そ
の
ぶ
ん
実
資

を
頼
り
に
し
た
形
跡
が
い
く
ら
も
伺
え
る
。
し
か
も
、
三
条
天
皇
が
味
方

に
取
り
込
も
う
と
し
て
い
た
の
は
、
実
資
だ
け
で
な
く
、
兄
懐
平
、
子
の

資
平
ま
で
も
含
め
て
の
、
小
野
宮
流
の
一
角
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み

に
、
同
じ
小
野
宮
流
で
も
、
公
任
は
明
ら
か
に
道
長
方
で
あ

っ
た
。　
一
方

実
資
は
と
い
う
と
、
天
皇
の
信
頼
を
恐
れ
多
い
も
の
と
思
い
な
が
ら
も
、

天
皇
は
道
長
に
対
し
所
詮
無
力
だ
と
、
十
分
承
知
し
て
い
た
節
が
伺
え
る

の
で
あ
る
。

三
、
後

一
条
天
皇
時
代

（主
と
し
て
寛
仁
年
間
）

そ
の
三
条
天
皇
の
時
代
も
、
道
長
の
圧
迫
や
年
来
の
眼
病
の
た
め
、
長

和
五
年

（
る
）

一
月
二
十
九
日
で
終
わ
る
。
在
位
わ
ず
か
五
年
で
あ

っ
た
。

践
詐
し
た
の
は
、
道
長
念
願
の
後

一
条
天
皇
で
あ
る
。
そ
の
後
、
道
長
は
、

健
康
に
不
安
を
感
じ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
頼
通
を
後
継
者
と
す
る
体

制
を
整
え
て
行
く
。
道
長
は
、
後

一
条
天
皇
の
践
詐
に
と
も
な
っ
て
就
い

た
摂
政
の
地
位
を
、
寛
仁
元
年

（
お
）
二
月
十
六
日
内
大
臣
頼
通
に
譲
り
、
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寛
仁
二
年

（
お
）
二
月
九
日
に
は
太
政
大
臣
を
も
辞
し
、
表
面
上
は
引
退

し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
道
長
三
女
威
子
の
立
后
が
あ
っ
た
寛
仁
二
年
で
の
上
位
者

は
、

「
公
卿
補
任
』
に
よ
れ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ

っ
た
。

摂
政
内
大
臣
　
正
三
位
　
同
頼
通
峰

左
大
臣
　
　
　
正
三
位
　
同
顕
光
鷲

右
大
臣
　
　
　
正
三
位
　
同
公
季
警

大
納
言
　
　
　
正
三
位
　
同
道
綱
腎

同
実
資
贅

権
大
納
言
　
　
正
三
位
　
同
斉
信
葺

同
公
任
毒

源
俊
賢
弩

こ
の
う
ち
左
大
臣
顕
光
は
有
名
な
愚
か
者
で
あ
り
、
右
大
臣
公
季

。
大

納
言
道
綱
は
道
長
の
思
い
の
ま
ま
、
権
大
納
言
斉
信

。
公
任

。
俊
賢
は
、

道
長
と
行
動
を
共
に
し
、
作
文
会
や
屏
風
歌
詠
作
に
参
加
す
る
協
力
者
で

あ
る
。
道
長
に
と
っ
て
の
要
注
意
人
物
は
、
有
職
故
実
に
詳
し
い
実
力
派

実
資
の
み
で
あ
る
。

寛
仁
二
年

（
る
）
正
月
、
こ
の
頃
、
実
資
は
心
身
と
も
に
不
調
で
あ
っ

た
ら
し
い
。
踏
歌
踏
会
の
日
、
実
資
は
、

「小
右
記
』

【寛
仁
二
年
正
月
十
六
日
】

十
六
日
、
庚
成
、
今
日
節
合
、
剌
引
刻
刷
硼
剛
引
硼
冽
劇
劉
測
劉
倒

ヽ

と
、
物
忌
と
称
し
て
参
内
し
な
か
っ
た
。
夢
見
が
よ
く
な
か
っ
た
上
、
老

齢
を
感
じ
て
意
気
消
沈
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
賭
弓
の
日
も
、

『御
堂
関
白
記
』

【寛
仁
二
年
正
月
十
八
日
】

十
八
日
、
射
弓
如
レ常
者
、
奏
間
御
入
云
ミ
、
左
大
将
奏
レ
ミ
者
、
「

ｌ

ヽ

と
、
右
大
将
実
資
は
参
内
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ほ
ど
意
気
消
沈
し
て
い
る

原
因
の
一
つ
は
、
む
ろ
ん
自
分
を
信
頼
し
て
く
れ
て
い
た
三
条
天
皇
の
時

代
が
、
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
へ
の
失
意
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
と
も
に

三
条
天
皇
の
側
に
立

っ
て
い
た
、
兄
懐
平
が
、
寛
仁
元
年

（
る
）
四
月

一

八
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
頃
の
実
資
に
元
気
が
な
い
の
も
無
理
か

ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

だ
が
、
そ
の
よ
う
な
実
資
に
道
長
が
接
近
し
て
く
る
。
正
月
二
十
四
日
、

資
平
を
通
し
て
、
実
資
に
関
す
る
吉
夢
を
見
た
と
告
げ
る
。

『小
右
記
』

【寛
仁
二
年
正
月
二
十
四
日
】

制響
デヽ
醗
嘲翼
静≒
昇
摯舞
称（粋

退
軒
ふ

殿
上
階

［
下
発
鉄
雷
同
退
出
、
忽
無
二内
弁
・、

一リ
ニ右
将
輝
蘇
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‐鍬
レ今
レ
行
之
間
、
篤
軍
近
在
、
一不
二事
由
一令
レ着
二左
荷
座
一、
愛

士
口一想
可
ゴ
秘
吾
ど
、
一但
可
〆
と
ロ二一付

嘔
昇
一
△
募
室
不
Ｌ
呵
レ生
［、
順
″日
面
〆

告
者
ヽ
働
守
二彼
命
・今
日
所
レ末
曇
ロ

早
朝
資
平
が
や
っ
て
き
て
、
昨
日
道
長
が
密
か
に
語
っ
た
夢
を
告
げ
る
。

そ
の
夢
と
は
、
節
会
の
時
、
左
大
臣
が
宣
命
を
奏
し
た
の
だ
が
、
そ
の
や

り
方
や
、
烏
帽
子
が
例
に
似
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
左
大
臣
を
退
下
さ
せ

る
と
、
他
の
者
も
雷
同
し
て
退
出
し
て
し
ま
い
、
内
弁
を
司
ど
る
者
が
い

な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
右
大
将
実
資
に
取
り
行
わ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
実

資
は
左
大
臣
の
座
に
着
い
た
と
い
う
で
あ
る
。
道
長
は
、
大
変
な
吉
夢
な

の
で
秘
蔵
す
べ
き
だ
が
、
実
資
に
だ
け
は
伝
え
た
い
、
今
夜
で
は
な
く
明

日
伝
え
ろ
と
、
資
平
に
言
い
含
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

道
長
の
吉
夢
に
は
、
実
際
に
十
六
日
の
踏
歌
節
会
で
起
き
た
出
来
事
、

と
い
う
伏
線
が
あ
る
。
そ
の
時
内
弁
を
勤
め
た
の
は
、
左
大
臣
顕
光
で
あ

っ
た
。
顕
光
は
、

ヨ

堂
関
自
己

賓

辞

一
躊
正
月
十
二省

】

節
會
如
レ常
、
左
大
臣
弁
者
、
而
着
座
即
未
レ供
二御
飯
・前
、
召
三

献
・、
又
奏
二宣
命
一不
レ奏
二
見
参
一、
後
従
レ腋
奏
レ之
、
又
四
位
召
ニ

参
議

、
召
二本
官
・云
ミ
、
是
等
事
極
失
也
、
篤
レ奇
ゝ
ゝ
、

と
、　
一
献
を
召
す
の
が
早
す
ぎ
る
、
見
参

（出
席
者
名
簿
）
の
奏
間
を
忘

れ
る
、
四
位
参
議
を
本
官
名
で
召
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
二
つ
の
失
敗
を

仕
出
か
す
。
顕
光
の
失
態
が
実
際
に
起
き
て
い
た
こ
と
だ
け
に
、
道
長
の

夢
は
よ
り
信
憑
性
を
持

っ
て
、
実
資
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。

ま
た
、
資
平
が
吉
夢
を
聞
込
ん
だ
の
が
、
実
は
頼
通
任
内
大
臣
の
大
饗

の
日
だ
っ
た
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。
実
資
は
そ
の
大
饗
に
出
席
せ
ず
、

翌
日
養
子
資
平
の
報
告
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
欠
席
は
病
気
の
た
め
で
あ

ろ
う
が
、
内
心
は
道
長
家
の
繁
栄
を
面
白
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
も
あ
ろ
う
。

『小
右
記
』
正
月
十
六
日
に
記
し
た
、
大
饗
料
の
詩
歌

屏
風
に
つ
い
て
の
批
難
、
す
な
わ
ち
、
道
長
の
頼
み
に
応
じ
儒
者
で
も
な

い
公
任

・
斉
信
が
屏
風
の
詩
を
作

っ
た
、
ま
し
て
公
任
は
姉
の
大
皇
太
后

遵
子
の
忌
中
で
あ
る
、
と
い
う
念
意
に
も
、
そ
の
片
鱗
が
伺
え
る
。

そ
の
よ
う
な
実
資
の
心
中
を
察
し
て
か
、
道
長
は
左
大
臣
の
地
位
を
約

束
す
る
ご
と
き
、
ま
こ
と
し
や
か
な
夢
を
伝
え
る
の
で
あ
る
。
実
資
を
懐

柔
す
る
の
に
、
時
宜
を
得
た
や
り
方
と
言
え
よ
う
。

そ
の
後
ま
も
な
く
、
正
月
二
十
日
に
、
道
長
第
で
講
経
が
行
わ
れ
た
。

道
長
は
、

『御
堂
関
自
記
』

【
寛
仁
二
年
正
月
二
十
日
】

令
レ申
二例
経
・、
僧
永
昭
、
上
達
部
十
六
人
被
レ来
、
右
大
将

。
修
理

大
夫
不
レ来
、

と
、
公
卿
が
十
六
人
参
加
し
た
の
に
、
右
大
将
実
資
と
修
理
大
夫
通
任
が

来
な
か
っ
た
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
書
き
記
し
て
い
る
。
実
資
の
動
向
を
、
か

な
り
気
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

実
資
の
方
も
歩
み
寄
り
を
見
せ
て
い
る
。

『小
右
記
』

【寛
仁
二
年
十
月
七
日
】

七
日
、
丙
申
、
巳
終
許
参
二大
殿
ヽ

宰
相
ヽ
従
、
太
閤
坐
二
馬
場
・、

働
直
進
、
工
匠
数
多
管
造
、
亦
被
レ立
レ石
、
ョ
劃
∃
劉
到
ＬＩ
引
「
目
仰
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実
資
は
養
子
資
平
を
連
れ
て
道
長
の
東
門
第
に
行
き
、
工
匠
を
監
督
し

て
い
る
道
長
に
逢

っ
て
、　
一
家
三
后
が
未
曾
有
で
あ
る
こ
と
を
申
し
て
い

る
。
立
后
当
日
の
日
記
に
も
、

『小
右
記
』

【
寛
仁
二
年
十
月
十
六
日
】

今
日
以
二女
御
藤
原
威
子
一立
二皇
后
・之
日
也
、

〈前
太
政
大
臣
第
二

娘
、　
一‐
刹
劃
ヨ
ヨ
Л
＝
剰
目
司
、
〉

と
記
し
て
お
り
、
か
な
り
関
心
を
持
っ
た
事
実
で
あ
る
ら
し
い
。
道
長
に

向
か
っ
て
は
む
ろ
ん
慶
事
と
し
て
述
べ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
内
心
で

は
、「

栄
華
物
語
』
巻
十
四
あ
さ
み
ど
り

世
の
人

「
い
か
で
か
さ
の
み
は
あ
ら
ん
。
同
ｕ
刈
曰
倒
側
測
＝
周
日

ｄ
コ
引
潤
洲
引
釧
団
ｕ
翻
Ｎ
引
＝
例
創
釧
ｄ
、
こ
の
頃
も
申
す
め
る

に
、
い
さ
、
い
か
な
る
事
に
か
あ
べ
か
ら
ん
」
と
、
引
劃
翻
劃
倒
割

０

と
、
二
后
で
さ
え
例
が
な
い
の
に
と
首
を
か
し
げ
た
と
い
う
世
間
の
意
見

に
、
同
調
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
道
長
に
対
す
る
批

判
は
相
変
わ
ら
ず

『
小
右
記
』
に
見
受
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
有
名
な
と
こ
ろ
で
は
、
寛
仁
二
年

（
る
）
六
月
二
十
六
日

の
条
。
二
年
前
に
焼
亡
し
た
土
御
門
第

（上
東
門
第
）
が
再
建
さ
れ
、
道

長
が
移
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
前
日
の
様
子
を
、
実
資
は
、
大
石
を
運

ぶ
た
め
に
何
百
人
も
動
員
し
、
下
人
の
家
に
乱
入
し
、
苗
の
枯
れ
る
の
も

か
ま
わ
ず
田
の
水
を
せ
き
と
め
て
庭
の
池
に
引
い
た
と
、
深
く
慨
嘆
し
て

い
る
。
な
お
、
こ
の
新
邸
で
十
月
に
、
威
子
の
本
宮
儀
や
後

一
条
天
皇
の

行
幸
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
内
心
は
批
判
的
で
あ

っ
て
も
、
表
面
上
は
友
好
関
係
を
結
び
つ

つ
あ
り
、
寛
仁
二
年
に
そ
の
動
き
が
顕
著
な
の
で
あ
る
。

四
、
歌
の
検
討

こ
こ
で
、
道
長
の
詠
み
方
を
、
当
時
の
他
の
歌
と
簡
単
に
比
較
し
て
お

き
た
い
。

ま
ず
、
上
旬
で

「
こ
の
世
を
ば
我
が
世
せ
ぞ
思
ふ
」
と
、
現
世
に
お
け

る
満
足
感
を
表
明
し
て
い
る
が
、
普
通
は

「
こ
の
世
」
と
は
、

身
の
う
れ
へ
侍
り
け
る
時
、
つ
の
く
に
に
ま
か
り
て
す
み
は
じ

め
侍
り
け
る
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
平
朝
臣

な
に
は
づ
を
け
ふ
こ
そ
み
つ
の
浦
ご
と
に
こ
れ
や
日
例
側
を
引
冽
わ

た
る
舟

（
『後
撲
集
』
雑
三

。
一
二
四
四
）

題
不
知
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
読
人
不
知

す
て
は
て
ん
い
の
ち
を
い
ま
は
た
の
ま
れ
よ
あ
ふ
べ
き
事
の
コ
倒
劃

な
ら
ね
ば

（
『拾
遺
抄
』
恋
下

“
三
六
九
）
　
　
　
．

の
ご
と
く
、
憂
き
こ
と
が
多
く
、
あ
の
世
を
意
識
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、

「
わ
が
世
」
と
は
、

布
び
き
の
た
き
み
に
ま
か
り
て
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
行
平

到
洲
側
を
ば
け
ふ
か
あ
す
か
と
ま
つ―
か
ひ
の
堰
み
な
の
た
き
と
い
づ

れ
た
か
け
む

（
『新
古
今
』
雑
中
。
一
六
五
一
、
伊
勢
物
語
八
七
段
）
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冷
泉
院
の
東
宮
に
お
は
し
ま
し
け
る
時
、
月
を
ま
つ
心
の
う
た
、

を
の
こ
ど
も
よ
み
侍
り
け
る
に
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
仲
文

あ
り
あ
け
の
月
の
ひ
か
り
を
ま
つ
ほ
ど
に
利
洲
側
の
い
た
く
墨
明
日

け
る
か
な

（
『拾
遺
集
』
雑
上
。
四
三
六
）

の
ご
と
く
、
時
め
く
こ
と
を
待
ち
望
み
な
が
ら
も
か
な
う
こ
と
な
く
、
年

老
い
た
時
に
悔
恨
の
念
で
嘆
じ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

下
旬
は

「望
月
の
欠
け
た
る
こ
と
の
な
し
と
思
へ
ば
」
と
、

「望
月
」

の
満
ち
足
り
た
イ
メ
ー
ジ
を
全
面
に
押
し
出
し
て
い
る
が
、

「望
月
」
は

『
万
葉
集
』
で
は
常
に
、

…
劃
川
乃
　
満
波
之
計
武
跡
…
（巻
二
・
搬
誕
・
〓
ハ七
）

モ
チ
ツ
キ
ノ
　
　
　
　
　
タ
　
タ
　
ハ
　
シ
　
ヶ
　
ム
　
ト

…
十
五
月
之
　
多
田
波
思
家
武
登
…

（巻
十
三

・
挽
歌

二
壬
一言
一八
）

の
ご
と
く
、
挽
歌
に
お
い
て
在
り
し
日
の
姿
を
形
容
す
る
た
め
に
用
い
ら

れ
、
月
が
満
ち
欠
け
す
る
こ
と
も
、

隠
口
乃
　
泊
瀬
之
山
丹
　
回
潮
釧
「
引
留
刷
司
周
　
爆
り
憲
督
無
（巻
七

。
一
二
七
四
）

悲
世
間
無
常
歌

一
首

…
天
原
　
振
左
気
見
婆

劇
翻
劉
「
引
響
８
∃
裂
到
…

（巻
十
九

・
四

一
八
四
）

の
ご
と
く
、
世
の
無
常
を
言
わ
ん
が
た
め
に
持
ち
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
し

て
平
安
期
に
な
る
と
、

「望
月
」
は
、

延
喜
御
時
月
次
御
屏
風
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ら
ゆ
き

あ
ふ
さ
か
の
関
の
し
水
に
影
見
え
て
今
や
ひ
く
ら
ん
も
ち
月
の
こ
ま

（
『拾
遺
集
』
秋

。
一
七

一
）

と
い
う
歌
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
駒
を
献
上
す
る
信
濃
の
望
月
の
牧
に

掛
け
て
詠
ま
れ
る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
。

だ
が
、
数
は
少
な
い
が
、
宴
席
で
祝
意
を
込
め
て
詠
ま
れ
た
、
次
の
よ

う
な
例
が
あ
る
。

後

一
条
院
生
ま
れ
さ
せ
た
ま
ひ
て
七
夜
に
人
人
ま
ゐ
り
あ
ひ
て
、

さ
か
月
い
だ
せ
と
は
べ
り
け
れ
ば
　
　
　
　
　
　
　
紫
式
部

め
づ
ら
し
き
ひ
か
り
さ
し
そ
ふ
さ
か
月
は
Ы
「
な
が
ら
こ
そ
ョ
ょ
む

樹
ぐ
引
綺

（
『後
拾
遺
集
』
賀

・
四
二
三
　

『紫
式
部
日
記
』
五
日

夜
は
、
殿
の
御
産
養
。
十
五
日
の
月
く
も
り
な
く
お
も
し
ろ
き
に
…
）

人
の
か
め
に
さ
け
い
れ
て
さ
か
月
に
そ
へ
て
う
た
よ
み
て
い
だ

し
侍
け
る
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
為
頼
朝
臣

Ы
制
な
が
ら
ち
よ
を
め
ぐ
ら
ん
さ
か
月
の
き
よ
き
ひ
か
り
は
さ
し
も

か
け
な
ん

（
『後
拾
遺
集
』
雑
五

。
一
一
五
三
）

両
歌
と
も
、
月
は
望
月
の
ま
ま
、
さ
か
づ
き
は
持
ち
な
が
ら
、
千
代
ま

で
め
ぐ
る
だ
ろ
う
、
と
歌

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
詠
み
方
が
、
宴
席
で

の
一
つ
の
型
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
あ
る
い
は

『紫
式
部
日
記
』

を
通
じ
て
、
道
長
が
覚
え
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る

（
６
）
。
し
か
し
こ

れ
ら
の
歌
は
、
宴
席
な
ら
で
は
の

「
盃
」
を
詠
み
込
む
機
知
が
主
眼
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
り
、

「
盃
」
を
抜
き
に
し
て
、
い
き
な
り

「望
月
」
を

持
ち
出
し
、
満
ち
足
り
た
思
い
を
吐
露
す
る
と
い
う
の
は
、
前
例
の
な
い
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こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
歌
の
詠
ま
れ
た
日
付
で
あ
る
。
為
頼
歌
は
不
明
だ
が
、
紫
式

部
歌
は
九
月
十
五
日
の
歌
で
あ
り
、

「望
月
」
に
ふ
さ
わ
し
い
。
し
か
し
、

威
子
立
后
は
十
月
十
六
日
で
あ
る
。
こ
の
年
の
十
月
は
小
の
月
で
あ
り
、

望
月
　
釈
名
云
望

〈世
間
云
望
月
　
毛
知
豆
岐
〉
月
大
十
六
日
洲
引

コ
副
日
在
東
月
在
西
通
相
望

（
『十
巻
本
和
名
抄
』
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
夜
の
月
は
望
月
で
は
な
く
十
六
夜
月
で
あ
る
。

以
上
の
ご
と
く
、

「
」
の
世
を
ば
」
の
歌
は
、
多
く
の
点
で
通
常
の
詠

み
方
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
。

五
、
道
長
の
意
図
と
実
資
の
対
応

で
は
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
型
破
り
な
歌
が
、
本
宮
の
儀
の
宴
席
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
な
機
会
に
詠
ま
れ
た
か
を
考
え
て
み
た
い
。

日
崎
氏
が
、

「
入
内

・
立
后

。
大
嘗
な
ど
の
重
要
儀
式
に
あ

っ
て
は
、

和
歌
の
記
事
が
出
る
の
は
ほ
と
ん
ど
染
筆
や
書
写
だ
け
で
」

「有
名
な

『
こ
の
世
を
ば
』
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
を
例
外
」
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ

う
に

（７
）
、
立
后
の
儀
式
は
、
そ
も
そ
も
和
歌
が
期
待
さ
れ
る
席
で
は

な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
歌
が
詠
ま
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
禄
も
賜
っ

て
そ
ろ
そ
ろ
帰
ろ
う
か
と
い
う
時
分
で
あ

っ
た
。
つ
ま
り
、
通
常
は
歌
が

詠
ま
れ
な
い
宴
席
の
、
し
か
も
終
わ
り
頃
と
い
う
番
外
的
な
場
面
で
、
こ

の
歌
が
持
ち
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
自
慢
め
い
た
歌
だ
が
ぜ
ひ
和
し
て

く
れ
」

「
ど
う
し
て
和
さ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
」
と
い
う
、
二

人
の
遣
り
取
り
に
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
座
興
と
い
う
気
楽
な
気
分
を
感
じ

取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
、
歌
を
詠
み
懸
け
た
道
長
の
意
図
は
、
ど
こ

に
あ

っ
た
の
か
。
三
条
天
皇
の
長
和
年
間
、
実
資
は
兄
懐
平

・
子
資
平
と

と
も
に
、
道
長
に
対
抗
す
る
立
場
に
立

っ
て
き
た
。
だ
が
、
三
条
天
皇
の

退
位
に
と
も
な
い
、
立
場
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
だ
ろ
う
。　
一
方
、

道
長
の
側
は
、
ま
だ
若
輩
の
頼
通
に
政
権
を
譲
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
依

然
大
殿
と
し
て
一
切
を
執
り
し
き

っ
て
は
い
て
も
、
病
気
が
ち
で
あ

っ
た
。

頼
通
の
た
め
、
実
力
者
実
資
と
の
接
近
を
は
か
っ
て
お
き
た
い
時
期
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
穏
座
で
の
、
道
長
が
実
資
に
戯
れ
て
持
ち
か
け
た

「
我

が
子
に
盃
を
す
す
め
て
く
れ
」
と
い
う
発
言
は
、
そ
の
表
れ
と
考
え
ら
れ

る
。
実
資
は
そ
の
頼
み
に
快
く
応
じ
、
盃
事
は
な
ご
や
か
に
進
ん
だ
。
け

れ
ど
も
道
長
は
、
歌
に
よ
っ
て
最
後
に
も
う

一
度
、
実
資
の
態
度
を
見
極

め
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、

「
」
の
世
を
ば
」
の

歌
は
、　
一
家
三
后
を
出
す
よ
う
な
状
況
を
承
認
す
る
か
と
い
う
問
い
掛
け

で
あ
り
、
望
月
の
世
を
永
ら
え
る
協
力
が
得
た
い
と
い
う
申
し
出
で
あ

っ

た
。で

は
、
実
資
は
ど
う
対
応
し
た
だ
ろ
う
か
。
そ
の
歌
は
先
述
し
た
よ
う

に
、
常
識
的
な
詠
み
方
か
ら
大
き
く
は
ず
れ
て
い
る
。
実
資
は
、

『拾
遺

集
』
以
下
勅
撰
集
に
八
首
入
集
し
、
小
規
模
な
が
ら
歌
合
を
催
す
ほ
ど
の

歌
人
で
あ
る
。
型
ど
お
り
の
賀
歌
に
対
し
て
な
ら
ば
、
無
難
に
返
す
こ
と

も
で
き
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
型
破
り
の
こ
の
歌
に
は
さ
ぞ
困
惑
し
た
こ
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と
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
時
実
資
は
、
自
居
易
が
元
積
の
菊
詩
を
終
日
吟
詠
し
た
故
事
を
引

く
こ
と
で
、
切
り
抜
け
た
。
そ
れ
は
、
次
の
詩
に
よ
っ
て
い
る
。

「自
氏
文
集
』
第
十
四

禁
中
九
日
、
封
二菊
花
酒
・、
憶
・一元
九
・

〈
元
九
詩
云
、
不
二是
花
中
偏
愛
ラ
菊
、
此
花
開
壺
更
無
レ花
〉

賜
酒
盈
レ杯
誰
共
持

　
賜
酒
杯
に
な
つ
れ
ど
も
誰
と
共
に
か
帯
ら
ん

宮
花
滞
レ把
獨
相
思
　
宮
花
把
に
浦
ち
て
獨
り
相
思
ふ

相
思
只
傍
二花
邊
・立
　
相
思
う
て
只
だ
花
邊
に
傍
ひ
て
立
ち

蓋
日
吟
二君
詠
レ菊
詩
一
壺
日
君
が
菊
を
詠
ぜ
し
詩
を
吟
ず

白
居
易
が
、
菊
花
酒
を
前
に
し
な
が
ら
元
積
を
偲
び
、
不
在
の
寂
し
さ

を
そ
の
詩
を
吟
詠
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
慰
め
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

た
だ
し
実
資
は
、
元
根
の
菊
詩
が
あ
ま
り
に
素
晴
ら
し
い
の
で
和
す
こ
と

が
で
き
ず
、　
一
日
中
吟
詠
し
た
、
と
い
う
意
味
合
い
で
引
用
し
て
お
り
、

少
々
食
い
違
う
。
そ
の
よ
う
な
話
は
、
管
見
の
詩
話
や
類
書
に
は
見
出
す

こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
が
、
実
資
の
思
い
違
い
か
、
故
意
に
ね
じ
ま
げ
た

の
か
、
そ
の
故
事
が
今
日
知
ら
れ
て
い
な
い
だ
け
な
の
だ
ろ
う
か
。
た
だ

言
え
る
こ
と
は
、
道
長
が
自
分
の
歌
を
、
自
居
易
も
和
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
元
根
の
詩
に
た
と
え
ら
れ
て
、
満
更
で
も
な
く
思
い
、
実
資
の
回

避
は
見
事
に
成
功
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

お
わ
り
に

実
資
は
歌
に
よ
っ
て
直
接
解
答
す
る
こ
と
は
避
け
た
。
し
か
し
、
歌
を

誉
め
て
道
長
を
持
ち
上
げ
た
と
い
う
こ
と
は
、
道
長
に
敵
対
す
る
も
の
で

は
な
い
と
い
う
、
意
思
表
示
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

『
小
右
記
』

の
記
述
の
仕
方
を
見
て
も
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
後
に
は
、

「
深
く
月
明

き
こ
ろ
、
酔
を
扶
け
て
各
ミ
退
出
す
。
」
と
記
す
の
み
で
あ
る
。
従
来
な

ら
ば
書
き
連
ね
た
で
あ
ろ
う
批
判
的
な
言
葉
が
な
い
。
実
資
は
、
内
心
は

ど
う
あ
れ
、
表
面
上
は
道
長
と
良
好
な
関
係
を
保
つ
こ
と
を
、
い
よ
い
よ

決
意
し
た
か
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

そ
れ
か
ら
三
年
後
の
治
安
元
年

（お
）
、
左
大
臣
顕
光
が
売
じ
た
こ
と

で
人
事
移
動
が
あ
り
、
七
月
九
日
、
実
資
は
六
五
才
で
つ
い
に
右
大
臣
の

宣
旨
を
蒙
っ
た
。
順
当
な
昇
進
で
あ
り
、
長
生
き
し
た
お
陰
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
実
資
は
任
命
を
告
げ
ら
れ
る
と
早
速
、
道
長
の
息
教
通
に
、
道

長
の
と
こ
ろ
へ
参
ず
べ
き
か
ど
う
か
を
問
う
て
い
る
。
そ
し
て
、
教
通
が

そ
う
し
な
い
よ
う
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
答
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
資

は

「余
依
レ
感
レ
恩
参
入
」

（
『小
右
記
』
）
と
、
謝
意
を
述
べ
に
道
長
を

訪
れ
て
い
る
。

三
年
前
の
道
長
の
吉
夢
は
、
右
大
臣
と
い
う
形
で
ほ
ぼ
実
現
し
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
、

「
」
の
世
を
ば
」
と
い
う
歌
を
通
じ
て
確
認
さ
れ
た
、

道
長
と
実
資
の
協
力
体
制
の
結
実
だ
っ
た
と
も
言
え
る
。

注（１
）
竹
内
理
三
氏

「
『
こ
の
世
を
ば
』
の
歌
を
日
記
に
書
き
と
め
な
か
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っ
た
藤
原
道
長
」
　

日
本
古
典
文
学
大
系

『栄
花
物
語
下
』
月
報

昭
和
四
十
年
十
月

（２
）
池
田
尚
隆
氏

「藤
原
道
長

―
―
文
学
愛
好
者

。
文
壇
後
援
者
と
し

て
」

「国
文
学
　
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
三
四
巻

一
〇
号
　
平
成
元

年
八
月

（３
）
目
崎
徳
衛
氏

「
藤
原
道
長
に
お
け
る
和
歌
」

『摂
関
時
代
と
古
記

録
』
山
中
裕
編
　
吉
川
弘
文
館
　
平
成
三
年

（４
）
土
田
直
鎮
氏

「望
月
の
歌
」

『
王
朝
の
貴
族
』

（
日
本
の
歴
史
５
）

中
央
公
論
社
　
昭
和
四
十
年

（
５
）
目
崎
徳
衛
氏

「道
長
の
栄
華
」

『
王
朝
の
み
や
び
』
吉
川
弘
文
館

昭
和
五
十
三
年

（
『歴
史
と
人
物
』
昭
和
五
十

一
年

一
月
号
）

（６
）

『紫
式
部
日
記
』
に
よ
る
と
、
紫
式
部
の
歌
は
雑
事
に
紛
れ
て
披

露
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
て
い
る
。

（７
）

（３
）
に
同
じ
。

（た
し
ま

。
と
も
こ
　
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
講
師
）
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